
2018年2月

「激動する自動車業界」

ボストン コンサルティング グループ
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本日の内容

• 技術・社会・規制が変化し、自動車業界はかつてない
大変革に直面

• 電気自動車、自動運転車、シェアリングサービスの普及により、
自動車及びモビリティーのあり方が変化

• この大変革により、自動車販売やモビリティサービスの台数規模
だけではなくプレイヤーの収益構造も大きく変化

• 利益創出の主体は従来のOEMからサプライヤー・新規参入
プレヤーへシフト

• 今までにない価値を生み出すテクノロジー企業や新領域での
利益創出も増加
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3つの大きなトレンドにより
今後10～15年で自動車
業界の構造は大きく変化
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自動車業界はかつてない大変革に直面

技術の変化

自動運転

コネクティビティ

社会の変化

都市化

働き方の変化

シェアリング

各都市の規制

排ガス規制総合的な視点で
影響を予測する必要

電気自動車

規制の変化
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各キードライバーは相互に関連し大きなインパクトにつながる

シェアリングカーの構成比

電気自動車の構成比
バッテリーコスト

収益性の変化

電気自動車とエンジン車の
保有コストの差

電気自動車の普及速度

自動運転車の普及速度

自動運転タクシー普及
の阻害要因

業界トレンド

同様の製品/
サービスの収益性

エネルギーコスト

CO2排出量

政府による
インセンティブと罰金

自動運転タクシー利用コスト

自動運転技術コスト

自動運転車の構成比

キードライバー アウトプット

レベニュープール

プロフィットプール

必要な投資

自動運転タクシーの
保有コスト (kmあたり)

自動車販売台数
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自動車の販売台数が増加してきた時代は終わる
― シェアリングの比重増加

シェアリング向け

所有向け

新車販売台数

1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2020 20302010

自動車大量
生産の開始

黄金の
20年代

戦後の
経済成長

オイルショック

中国、社会
主義市場
経済へ移行

リーマン・ショック

自動運転車の販売と
シェアリングサービス

台頭

現在

新車販売台数 (世界・百万台)

出所: ボストン コンサルティング グループ分析
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出所: ボストン コンサルティング グループ分析

新車販売台数 (乗用車) に占める
割合 (世界)

新車販売台数 (乗用車) に占める
割合 (世界)

個人の乗用車による移動距離に
占める割合 (世界)

電気自動車の割合が急増
今後10年のうちに自動
運転車が一般道を走行

自動車のシェアリング
サービスの普及が進む

28%

37%

2017 2035

30%
14%2%

100%

6%

2030

100%

6%

2025

100%

16%

100%

プラグインハイブリッド車 (PHEV)

電気自動車 (BEV)

ガソリン・ディーゼル車

ハイブリッド・マイルドハイブリッド車 (HEV)

2030

100% 100%

2025 2035

100%

2017

100%

レベル4・5の自動運転車
(自動運転タクシー)

レベル4・5の自動運転車 (自家用車）

その他 (人間が運転する自動車、
レベル3までの自動運転車）

2017 2035

100%

2025

100%100%

18%

2030

100%

カーシェアリング、ライドシェア、自動運転
タクシー等の自動車のシェアリングサービス
(2025年以降は、自動運転車が主流に)

その他 (自家用車を自分で運転しての
移動 等）

6%
2%

1%

5%6%
12%

11%

1%

3% 4% 9%1% 3%

電気自動車、自動運転車、自動車のシェアリングサービス (カーシェアリング・
ライドシェア・自動運転タクシー 等) が台頭
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2025-2035年の間に年平均5%減

自動車業界の変化に関する3つのシナリオ

保守的なシナリオ 急進的なシナリオ現実的なシナリオ

バッテリーコスト

自動運転車の
部品コスト

消費者への電気
自動車の普及

エネルギー価格
(ガス/電気)

自動運転車の
シェアリングサービス

CO2排出量規制
(CAFE 等)

自動運転車に
対する規制

年平均2%減

限定的な普及

ガス: 値下がり (1.5ドル/ガロン)

電気:値上がり (0.15 ドル/キロワット)

2027年までに開始

緩やか

2027年までに完成

年平均10%減

2025-2035年の間に年平均20%減

急激に普及

ガス: 値上がり (3.5ドル/ガロン)

電気:値下がり (0.1ドル/キロワット)

2021年までに開始

厳しい

2021年までに完成

年平均5%減
(コンセンサス予想の範囲内)

2025-2035年の間に年平均12%減
(類似のテクノロジーと同等)

緩やかに普及
(インフラの着実な普及と連動)

ガス: 変わらず (2.5ドル/ガロン)

電気:変わらず (0.12ドル/キロワット)

2025年までに開始

現在想定される程度

2025年までに完成

出所: ボストン コンサルティング グループ分析

モデルシナリオ
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8

既存プレイヤーに
競争優位性のない領域の
プロフィットプールが拡大
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自動車市場は今後も成長。
しかし、利益構造は大きく変化

26% 40%

2030

74%

3,360億ドル

2035

3,800億ドル

60%

1%

年平均成長率 2.9%

2017

3,030億ドル
17%2,260億ドル

99% 83%

2025
新規のプロフィットプール (自動運転車・電気自動車部品、電気自動車販売、コネクテッドカー等のデータを活用したサービス、
カーシェアリング・ライドシェア等の自動車のシェアリングサービス）

既存のプロフィットプール (従来の部品、 エンジン車販売、自動車ローン、修理・アフターサービス 等)

自動車業界全体の収益、利益の推移

3.7兆ドル 4.7兆ドル 5.3兆ドル 5.8兆ドル収益

利益

出所: ボストン コンサルティング グループ分析
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< 0 < 01010540240790670

現在の自動車業界では、既存ビジネスが利益の大半

出所: ボストン コンサルティング グループ分析

新規のプロフィットプール既存のプロフィットプール

2017年のプロフィットプール (億ドル)

~9%

自動運転車/
電気自動車
部品

~10%

アフターサービス

n/a

コネクテッドカー・
データ関連サービス

< 0%

シェアリング
サービス

~7%

従来の部品

< 0%

新車販売
(電気自動車)

~5%

新車販売
(エンジン/
ハイブリッド車)

~13%

ファイナンス

合計2,260億ドル

平均利益率
(RoS)
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今後は、既存プレイヤーに競争優位性のない領域が拡大

新規のプロフィットプール既存のプロフィットプール

2017 合計3,800億ドル2035

2035年のプロフィットプール (億ドル)

出所: ボストン コンサルティング グループ分析

260

(+250)

自動運転車/
電気自動車
部品

660

(+120) 

アフターサービス

280

(+270) 

コネクテッドカー・
データ関連サービス

760

(+760) 

シェアリング
サービス

700

(+30) 

従来の部品

210

(+210) 

新車販売
(電気自動車)

600

(-190)

新車販売
(エンジン/
ハイブリッド車)

330

(+90) 

ファイナンス

~8%~10% ~14% ~10%~6% ~3%~4% ~13%
平均利益率

(RoS)
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自動車業界の利益構造は大きく変化

新車販売台数: 

2025年以降都市部におけるシェアリングの普及により減少

新車販売収益: 

電動化とフリート向けサービスの増加により構造的に低下

自動運転車・電気自動車部品:

需要増加に伴い、利益創出の主体はOEMからサプライヤーに移行

アフターサービス:

電気自動車への移行により市場規模は緩やかに減少

シェアリングサービス: 

自動運転車による価格低下と利便性向上により市場拡大

コネクテッドカー・データ関連サービス:

自動運転車の普及に伴い新規のプロフィットプールとして大きく拡大
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今後は、既存プレイヤーに競争優位性のない領域が拡大

新規のプロフィットプール既存のプロフィットプール

2017 合計3,800億ドル2035

2035年のプロフィットプール (億ドル)

出所: ボストン コンサルティング グループ分析

260

(+250)

自動運転車/
電気自動車
部品

660

(+120) 

アフターサービス

280

(+270) 

コネクテッドカー・
データ関連サービス

760

(+760) 

シェアリング
サービス

700

(+30) 

従来の部品

210

(+210) 

新車販売
(電気自動車)

600

(-190)

新車販売
(エンジン/
ハイブリッド車)

330

(+90) 

ファイナンス

~8%~10% ~14% ~10%~6% ~3%~4% ~13%
平均利益率

(RoS)
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13

成長分野には、積極的な投資が必要

• 自動運転技術

• バッテリー生産設備

• 充電インフラ

• 自動運転タクシー車両
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4. 自動運転タクシー車両

累積投資額

7,200万台以上の自動運転
タクシー車両の生産が新たに
必要

参考:
1.8兆ドル = 2035年までの
OEMの自動車販売収益の
4.3% に相当

3. 充電インフラ

累積投資額

3,800万箇所以上の一般向け
充電スポットが新たに必要

参考:
1,300億ドル = 2017年のドイツ
政府予算の40%に相当

2.バッテリー生産設備

累積投資額

57の “ギガファクトリー“ が
新たに必要

参考:
2,200億ドル = 2035年までの
サプライヤーのバッテリー収益の
13％に相当

1. 自動運転技術の研究開発

累積投資額

5,000人以上のエンジニアが
新たに必要

参考:
450億ドル = 2035年までの
OEMの累積研究開発費の
1.7%に相当

450億ドル 2,200億ドル 1,300億ドル 1.8兆ドル

2035年までの累積投資額2030年までの累積投資額

さまざまな成長分野での積極的な投資が必要:
2030年までに9,000億ドル以上。2035年までに2.4兆ドル以上

自動運転車/
電気自動車部品

アフターサービス コネクテッドカー・
データ関連サービス

シェアリング
サービス

従来の部品 新車販売
(電気自動車)

新車販売
(エンジン/
ハイブリッド車)

ファイナンス

出所: ボストン コンサルティング グループ分析
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OEMにとっては “ダブルパンチ” :
利益は減少する一方で、成長分野への投資が必要

OEMの中期的な収益性の試算

利益は減少する一方で... 必要な投資額は増加

OEMの売上高に対する設備投資の割合の平均

6.8%
8.0%

約1%ポイント増

OEMの売上高利益率の平均 (RoS)

6.6%
5.5%

約1%ポイント減

2017 20252017 2025

出所: ボストン コンサルティング グループ分析
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16

searched for:

strong kid

自動車業界の激変は
新規参入プレイヤーに
とってはチャンス
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自動車業界全体で構造変化が起きる

将来のモビリティ産業

エンド・
ユーザー都市

オンデマンド・プラットフォーム

...等

OEM

サプライヤー

都市: 

新規プレイヤーにより、将来の都市交通が大きく変化

デジタル・インテグレーター: 

巨大テクノロジー企業がサービスを統合し、顧客との
接点を獲得

オンデマンド・プラットフォーム:

自動運転車のシェアリングサービスを仲介

OEM: 

サプライヤーの影響力増加と顧客接点を失うリスク

サプライヤー: 

エレクトロニクス/ソフトウェア企業が重要な新規
プレイヤーとして台頭

Bosch, Continental, Nvidia, LG, Delphi, ZF 等

Volkswagen BMW Daimler GM

Google Apple Tencent

デジタル・インテグレーター

出所: ボストン コンサルティング グループ分析
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新規参入の余地は依然として大きい

交通管理とインフラの統合

オンデマンド・プラットフォーム

シェアリングカーのオペレーション・管理

コネクテッドカーなどのデータを活用したサービス

自動運転用ソフトウェアとデータ

HDマップ

自動運転車用センサーとECU

電気自動車用バッテリーと部品

充電インフラ

モビリティ
サービス

自動車
メーカーサプライヤー

都市

・
・
・出所: ボストン コンサルティング グループ分析
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日本の論点

• これまで、日本の自動車産業はクルマの技術や作り方で数多くの
革新を世界へ「輸出」してきたが…

• …グローバル化した自動車業界において、もはや技術革新の優劣
に国籍は意味を持たない

• 一方、クルマの使い方＝サービスモデルの革新には日本の産業とし
ての競争力が問われる。現時点、米欧中に対する遅れは否めない

• 従来の発想を転換して、世界のメーカー・新規プレイヤーと戦える
新しい事業やサービスモデルを生み出す必要性に迫られている

• 世界で3番目に大きな市場国（新車・保台）である日本は、
革新の足がかりになるはず
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自動車・モビリティ・未来像に関するBCG出版物

The Great Mobility Tech 

Race:

Winning the battle for 

future profits

（本資料の内容）

The Electric Car Tipping 

Point: 

The Future of Powertrains 

for Owned and Shared 

Mobility

Making Autonomous Vehicles  

A Reality: Lessons from 

Boston and Beyond

自動運転車、ロボタクシー、

および都市モビリティの革命

－ BCG・世界経済フォーラムの

共同調査より―

The Reimagined Car: 

Shared, Autonomous and 

Electric
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自動車業界のプレスリリース

レベル4・5の自動運転車は
2035年の世界新車販売台数
(乗用車)の23％、電気自動車
は30％を占めると予測～BCG

調査

2016年7月22日2018年1月12日 2017年10月17日

自動運転車の公道テスト
(米ボストン市)により明らかに
なった、都市での自動運転車
の展開における5つのポイント
発表

10 カ国の消費者、58％が
完全自動運転車への乗車
意向示す：日本では36％～
BCG・世界経済フォーラム共同
調査

「ロボタクシー」積極活用により、都市の
自動車の数がほぼ半減するシナリオも

シェアリングカーやライドシェアなどの自動車の
シェアリングサービスによる移動距離は、2035

年に個人の乗用車による移動距離(世界)の
18％を占めると推計

ボストン コンサルティング グループ(BCG)、
世界経済フォーラム、ボストン市がパートナー
シップを組み、2017年1月からボストン市内の
公道における自動運転車の実証実験を実施

https://www.bcg.com/ja-jp/d/press/japan-

press-release-22July2016-39100

https://www.bcg.com/ja-

jp/d/press/11january2018-automotive-

profit-pools-180934

https://www.bcg.com/ja-

jp/d/press/17october2017-making-

autonomous-vehicles-reality-173483

https://www.bcg.com/ja-jp/d/press/japan-press-release-22July2016-39100
https://www.bcg.com/ja-jp/d/press/11january2018-automotive-profit-pools-180934
https://www.bcg.com/ja-jp/d/press/17october2017-making-autonomous-vehicles-reality-173483
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22

日本における
担当者

古宮聡
(こみや さとし)

BCG東京オフィス
シニア・パートナー&

マネージング・ディレクター

BCG自動車セクターの
アジア・パシフィック地区
リーダー

富永和利
(とみなが かずとし)

BCG東京オフィス
パートナー&マネージング・
ディレクター

BCG産業財・自動車
グループ、オペレーション
グループのコアメンバー
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連絡先

ボストン コンサルティング グループ
マーケティング (広報担当) 直江

電話: 03-6387-7000

メール: press.relations@bcg.com

mailto:press.relations@bcg.co
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